
― 人間万事塞翁が馬 ― 
 

むかし、北方の塞（とりで…敵から守る建物）のそばにおじいさんが住んでいました。 

ある時、このおじいさんの馬が逃げ出してしまったので近所の人が気の毒に思っていましたが、おじ

いさんは「このことが幸運を呼び込むかもしれない」と言いました。 

 しばらく後に、逃げ出した馬が戻ってきました。しかも、別の馬を連れて戻ってきました。それは

とても足の速い立派な馬でした。近所の人が感心していると、おじいさんは「このことが禍（わざ

わい）になるかもしれない」と言いました。すると、おじいさん

の息子がこの馬から落ちて足を骨折してしまいました。近所の人が

お見舞いに行くと「このことが幸いになるかもしれない」と、

おじいさんは言いました。 

やがて、戦争が起き、多くの若者が戦争にかり出されて命を落と

すことになりましたが、おじいさんの息子は足を怪我していて戦争に行けなかったため無事でした。 

……という話がもとになってできたことわざが「人間万事塞翁が馬」です。 

◆この意味については諸説あり、私自身は「世の中のことはすべて何が幸いして何が災いする

か分からないものだ」という説がしっくりきます。不運なことがあった場合、「塞翁が馬と

いうから、気を取り直してがんばろう」といった感じで励ましたり、 反対に、幸運なこと

でも「塞翁が馬の話もあるので、油断しないでおこう」と戒めたりすることもできます。 

◆まさに子どもたちは感じていることでしょう。ようやく 2月も終わりだけど、春休みはまだ

まだ先だと思っていた子どもたち。きっと来週も当たり前のように学校へ来て、次の日も登

校して…、やがて当たり前のように学年の勉強を終えて卒業式・終業式を迎えて…。のつも

りが、よもやの長期臨時休業。これを子どもたちに伝えたのは、まさに休業を市が決定した

日、ありがとう集会終わりの校長先生のお話の時でした。「やったー」の声も「え～」の声

もなく、唖然としたとまどいの表情。今日を最後に今のクラスメイトと先生と会えないんだ

という実感が湧いてきたのが下校の頃だったようです。涙を浮かべている子、寄せ書きをし

てもらっている子、重い荷物を持ちつつ、みんなそれぞれ急な別れを惜しんでいました。 

◆特に卒業を控えている 6年生には、あまりにも酷な経験でしょ

う。「よりによって私たちの卒業前に…、せめて卒業式にかぶらない

で…」などと思ったことでしょう。でも、現実を受け止めなければ

ならないとか、プラスに考えなくっちゃと前向きに考えようとして

いる子がほとんどだったのには感服。 

◆今回のことは、子どもたちにとってだけでなく、私たち大人にとっても未知で不測の事態で

す。そんな中で、各ご家庭が苦労し、工夫し対処して下さっていることに本当にありがたい

ことだと思っています。 

３月  令和２年３月２３日
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◆市の方でも、せめて卒業証書だけでも学校で手渡しできるよう、制限の中ですが、もっとも

従来の卒業式に近いものをとの決断をしてくれたと思います。私自身にとっても、教員生活

最後の年になぜ？の気持ちがぬぐえないのは確かです。でも「人間万事塞翁が馬」。子ども

たちにならって現実を受け止め、残りわずかですが、今できることに最善を尽くすことに

します。６年もの間、この貴志南小学校の教育に携われたことが自身の最幸運だったとあら

ためて思いながら。                          

＜学校長 犬塚 博志＞   

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

【離任式について】例年 3 月 31 日の午前中に、1～5 年生全員が参加して実施しています

が、今年度についてはまだ決まっていません。決まり次第連絡させていただきます。 

 

 

 

新型コロナウイルスへの対応によって、4 月の予定はまだ見通しがたっていませんが、新

年度が例年のようにスタートした場合、下記のような行事予定となります。今回は、主な行

事のみお知らせしています。ただ、今後の新型コロナウイルスの状況によっては変更するこ

ともありますので、その際はご了承ください。 

  先の見通せない毎日は、大人にとっても、ましてや子供たちにとっても負担の大きいこと

だと思います。お体に気を付けて日々お過ごしください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※5/1（金）家庭訪問②（土入・延時・梅原・中野）、5/7（木）家庭訪問③（梅原・中野）、5/8（金）家庭訪問④（梅原、松江）                                                                                                        

★貴志南小学校では、ホームページを設けています。http://www.wakayama-wky.ed.jp/kishiminami/ 

※写真等は児童個人を特定できないように配慮しています。 

※学校アンケート結果・自己評価書・学校関係者評価書は HP に掲載済みです。 

 

日 曜 学校行事　等 日 曜 学校行事等

1 水 16 木 全国学力学習状況調査（６年）

2 木 17 金
給食開始（１年）
下校時刻　1～２年:14:30、３～6年:15:30

3 金 18 土

4 土 19 日

5 日 20 月

6 月 21 火

7 火 22 水

8 水
新任式・始業式
下校時刻　2-4年:10:30、5-6年:12:00頃

23 木

9 木 入学式　下校時刻　2-6年:12:00頃 24 金 授業参観、学級懇談、育友会総会

10 金 給食開始（2～6年）　※１ 25 土

11 土 26 日

12 日 27 月

13 月 28 火 家庭訪問①（向団地・中団地）

14 火 集金日 29 水 昭和の日

15 水
委員会
下校時刻(2-3年:13:20頃、 4年:14:15頃
              5,6年:15:00頃)

30 木

１
年
生
集
団
下
校

※１ 4/10～4/16の間、

１年生は１１時３０分頃に
集団下校で帰ります

本日３月２３日（月）にぐるりんメール

とホームページでお知らせしました。 


